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水稲に対す　る　追肥施用法に関す　る研究

第1報　深層追肥における肥料の種新の影響について

．島　田　晃　雄・岸　本　革　三

（青森県廣試）

1．　は　し　が　竜

本県では数年前から水細多収栽培法として．深層追肥

に関する試験研究が実施され，水稲の後期栄養を是正す

る方法として固形肥料による深層追肥の効果が弛められ

ているが．労力的に陶組もあれ　今後史に普及性を持た

せる意味からも，追肥の形態，方法等に研究すべき点が

多いものと考えられる．そこで液肥及び粒状化成肥料の

深層追肥の効果及び追肥における肥料三要素の影響につ

いて検討したのでその結果について報告する．なお本試

験は当地栽培郡作物科との共同研究である・

2．　拭　鹸　方　法

1　試験区名及び施肥量（晦／α）

試　 験　 区　 名
基　　 肥　　 量 追　　 肥　　 量 備　　 考

（ 追 肥 肥 料 ）〟 ろ 0。 ち 0 〟 々 ロ． ち 0

標　　 準　　 区 1・（方 1．05 1 ．肪 0 0 0

蹄 形 肥 料 （5－ 5 － 5 ）固　 形 肥　 料　 区 0．58 0 ．58 0 ．58 0 ．52 0 ．5 2 0 ．5 2

〃　 鴇　 注　 区 0．58 1．（方 1．肪 0．52 0 0 液 肥 （10 － 0 － 0 ）

〃・タ　　　 ′ 0．53 0 ．5 3 1．肪 0．52 0 ．52 0 液 肥 （10 － 10 － 0 ）

〃 ・∬　　　 ■ 0・53 1 ．（追 0 ．辞 0 ・52 0 0 ．52 液 肥 （和 一 0 － 10 ）

〃・P ・∬　 ■ 0・餌 0．53 0 ．53 0 ．52 0 ．5 2 0 ．王翌 液 肥 （8 － 8 － 8 ）

粒　 状 肥　 料　 区 0．8 0．5 3 0 ．53 0 ．立 0．52 0 ．望 硫 加 燐 安 （迫 － 13 － 18 ）

無　 窒　 素　 区 0 1．（B 1，（方 0 0 0

え　追肥時期

区　　　 別 集　　 令 追 肥 月 日 出穂 期前 日数

11秦 期追肥 区 10．6 彙 6 月訂 日 即 日

招集 期追肥 区 11・5 7　　 4 80
13 集 期 追肥 区 12 ．4 7　 12 2 Z

施肥方法；基肥は硫加燐安で各要素量とも0．刃文〆′十施

用し，不足分を軌安・過石・塩加で補って全層施用．追

肥の固形肥料は8株に1ヶ所，粒状批料・液肥は4株に

1ヶ所の割合で所定量をumの深さに挿入或焼薔注施崩

した．

供試品権；トワダ（ビニール加西），田植期；5月Ⅳ日．

数値密度・様式；72株／＆訊♂80×15亡『出穂期；8月8

日，収後期；9月幻日．

さ．　試　験　結　果

L　生育概況

追肥区の初期生育は草丈，整数とも劣っていたが．追

肥以降における生育量の糊加が目立ち．草丈は出穂期頃

からややまさるようにそった・又集1回の如く声高分げ

っ故は追肥区は明らかに少ないが．有効垂歩合が追肥時

効の早い捏あま少．総数は綴準区工少もやや少ないが追

肥時期の早いもの捏多くなった．楷良は操車区工少も11

・12粂期追肥区が租1川柳大した・
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第1図　最高垂政・徳政．有効垂歩合および粒畏

ま土壌中の呵－〃の消長

某2回に示す如く，追肥区は生育初期から低く，早く

無窒素区並に減少し初期生育を抑制される結果となった

ヂ　標準区も絶ばらみ期頃には無窒素区並に減少して生

育中・後期の〟が不足しているものと推定される・追

肥することに工少叫－〟は非常に高まるが，液肥では

急激に減少し出払期には大差なくなる・臨形肥料では出

払期でも高く，その後も洩存していることがうかがわれ

る．
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第2囲　叫－〃の時期別消長

＆　〃含有率および吸収量

集身部の〃含有率の推移は‾第3図の如く追肥時には各

追肥区とも明らかに低下しているが．追肥によ少高まカ

出払期には恕準区との差がもっとも大きく開いて収慮期

まで高く経過している，追肥区間では液肥区が固形肥料

区よ少も早く含有率が高まるが．出穂期後は固形肥料区

の方が高い傾向忙ある．

〃吸収量の推移も第8図の如く各追肥区は追肥時に11

集期で標準区の伍％，12集期で鴇％，娼粂期で餌％

しか吸収していないが．追肥後急故に吸収をし液肥追肥

区は固形肥料工少も早く吸収し．追肥時期が遅くても捺

準区エカも多く吸収している．これに対して固形肥料追

肥区は追肥時鋤が遅くなるに従って吸収量が少なくなつ

札
か
ユ
巧
が

（▼　　　　1　　　　　1

79

第3回　〃含有率及び吸収量の推移

ている・従って〃利用率は恕準区の亜％に対して液肥区

は各追肥時期区共ほほ卯％前後あるが，固形肥料区は11

集勘が問％と非常に高いが∴12菓期51％．13集期亜％

と赴くなる程低下している．

弟4回は生育各期間内における吸収且から無窒素区の

吸収女を減じ施用した〟の吸収速度を示したものである．

標準区は最高分けつ期にピークを示すが隠学期以降施肥

された」Vを吸収してレHEレ㍉　各追肥区は迫肥後それぞれ

大きなピークが謎められるがその後漸減し，11．は美期

〟fg増注区は出穂後吸収していない．固形肥料区はそ

のピークの山が低く，液肥区とは逆に追肥時期の早いも

の程出絶後の吸収速度が高くなっている．

第4区l　生育各期陶内における励肥された窒素の吸収速度
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4．収址

第1衣は収上組食の結果である▲　わら也二は僚弛L亘に比

し各追肥区とも減収しているUに対して．立木収山は13

巣期山形肥料担．を除きいずれも勅収している・山形肥料

区は追肥時軌が遅くなるの忙つれて減収しているが．液

肥区は各追肥時勅とも柵収していて，各液肥区l用にはは

つきカした童がみられない．すなわち決胞追肥の拗合の

〃の刑収効果は謎められるが．ア・方の効果は判然とし

ない．但し追肥吋勅が遅い場合には′・片の効果が秘め

られる碑向にある．

議1表　収　i　調　査　　　　（さ区平均）

．姐 目

わ ら重 玄米重 枇 重 屑米重

楕　 餌 玄 米収

区 名　　　　 － 歩合朗 量 比 率

碩 準 区
随 ．7 伍 ・9 ；0．11 0．14 ∈望．5 100

11 固 形 肥 料 区 ‡64 ・7 n ．9
1 0 ・佗 l O ・11

卓五・3 1㊥

〟 種 注 区 随 ・0 7 0 ・8 0・16 L O ・迫 58・5 1（汀

〟P　　 ′ 伍 ．3 冊 ．4 0．12 0・（方 訊 ．7 1α7

此　　 ■ 64 7 7ひ．6 0．18 U．12 54 ・2 1α7

区 〟錐　 ■ 66，0 （9 ．9 0 ．14 0 ・18 三治．6 1防

12 固 形 肥 料 区 6 2．7 缶 ．0 0 ・町 0．（p 別 ，9 ’ 1臆

菓 〃 相増　 注 区 63 ・3 7 1．1 0・09 0．18 茄 ．4 108

期 〟タ　　 ■ 61 ．3 tp ．1 0．m 0 ．12 ＄ ・6 1伍

追 〟だ　　 ■ 68．3 72・0 0．（冶 0・10 ＄ ・8 1（》

肥 〃錐　 ■ 61 ・0 tp ・2 0 ．他 0．0 6 至近．4 1（烙

区 粒 状 肥 料 区 伽 ．7 70．8 0．（汀 U．け7 56 ．5 107

18 幽 形 肥 料 区 鵠 ・7 6 1・5 0 ．鴨 0・08 弘 ・1 ！姶

〃 醜 注 区 6 0．3 66・5 0 ．α7 0．04 鵠 ・1 101

〟P　　 ′ 66 ．0 由 ．7 0 ．12 0 ．13 別 ・2 106

腫　　 ■ 62．0 的 ．9 0 ・（汀 U・げ7 缶 ・0 1拡

区 肌　 ■ 糾．7 竹 ．9 0 ．α7 0．05 5 5．3 108

無 窒 素 区 一組．0 4 1・3 0 ．（冶 0．02 5 1．9 隠

4．　考　　　　　嚢

畑詰早臆の揚合全量基肥で施肥すると．旺盛を初期生

育に伴って生育中期までに養分を吸収し．それ以降は地

力に依存することになるが肥沃を土壌でないかぎ少生育

後期の窒素が不足し柴水禍蕗的にを少易いものと患われ

る．そこで施肥址を減じ緑舶追肥することに上り生西中

勅の果無状悪を良好忙し．追肥望炎が集中的に幼穂や止巣

に移りし組化分化数を抑しさらに此効の持続性により減

数分裂勅唄の退化組花数を少なくすることによ少追肥時

勅の－｝・いもり程「単は薗亜当りの組化数」を増加さすも

のと考えられる－　そのことゝ生餞前期の生育を抑制して

床崩に施肥するので追肥しても過繁戌にならず．両立型

の卓型となり受光体制がよく．さらに出地後の巣身の〟

％が血いので上巣の光合成能力が南く．出絶後の炭水化

物集積が旺盛に進み増収をもたらしたもむと推定される．

しかしこのような生血タイプは子実収量の大部分を出

絶後の同化産物搾依存したことになり，日照条件に恵ま

れれば著しい糊収が期待される反動，冷害年次や日照不

足の時には逆に収量が不安定化する恐れがあるので今後

この点について検討する必安がある．

5．　要　　　　約

以上のように得られた敵兵は∴

L」収量は地形肥料・軋状肥料・液肥とも決層追肥に

よって柵収したが．追肥時期に上ってその肥効に差が認

められた．

之　励形肥料はn集期追肥区が，液肥はは集期追肥

区がtさつた．

a　決層追肥の場合の〟・タ・∬各要素の効果は〃忙

ついてははつき少と秘められたが．ク・方の効果は判爺

と　しなかった．

▲　土壌中の叫－〟の消長は．液肥上わも固形肥料

の方が遅くまで残存している．

昆　集身の〟濃度が追肥後急激に高ま少，冤兼の吸収

経過に捺準区と著しい相違がみられ．このことが革型，

収量構成要素．受光体制に夫々反映し，特に穎花数と豊

熟に如する影響が大きいものと思われる・

水稲基肥の　施肥部位　に　関す　る　研‾究

第2報　桝起の深さ及び施用窒素量が深層基肥の効果に及ぼす影響

佐藤健一・小出硝竹音・王川　精一

自戸　　馳・淋須　砿正

（青森県鳥試）

1．　ま　え　が　さ

畑菌早植栽培における栄養生長勘の過繋茂及び生育後

知の栄養珊蕗の欠点は探鳥追肥或は礫嶺基肥に上って是

正することが可能である．

本報は株融基肥の効果の祝われ方について昭和姑年．


